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１．はじめに
　厚生労働省「生涯キャリア支援と企業のあり方
に関する研究会」（2007）は，「企業に入社するま
での教育のあり方は，その後のキャリア形成に大
きな影響を与える。在学中のキャリア教育が十分
でないことに加え，学生側も働くことのリアリ
ティに欠け，様々な情報に流されている。このた
め，職業意識が十分に醸成されていない者が増大
するとともに，自らの資質と進路とのミスマッチ
も深刻化している」１）と指摘している。
　文部省，通商産業省および労働省は，このよう
な問題に対処する意図を持って，1997 年に「イン
ターンシップの推進にあたっての基本的考え方」２）

を発表し，「国際化・情報化の進展，産業構造の
変化など，日本の社会経済の変化に伴って，企業
内での能力主義の徹底など雇用慣行を取り巻く環
境が急速に変わりつつあるとともに，求められる
人材についても大きく変わってきている」という
問題意識から，大学におけるインターンシップを
強く推進してきた３）。
　しかし，「インターンシップ受け入れにあたっ
ては，学生が一定期間従事するまとまった単位の
仕事を用意する必要があること，業務繁忙期には
受け入れることができず，年間を通じてみた場合，
受け入れ可能な時期には限りがあること」４）など
の理由から，受け入れ先である企業側からの懸念
が払しょくされず，インターンシップを拡大する
際の障壁となっている。
　そこで，本学ではこのような諸問題に対処する
ために，平成 24 年度文部科学省産業界のニーズ

に対応した教育改善・充実体制整備事業の補助金
を獲得し，新たにキャリア教育プログラムを整備
し，2013 年度から本格的に開始した。そのなかで，
低年次からの職業意識の醸成を目的として，ジョ
ブシャドウイングを試行的に実施した（ジョブ
シャドウイングの本格運用は 2014 年度から）。本
稿では，2013 年に実施したジョブシャドウイング
の実施内容を検証し，本プログラムの評価と次年
度以降の改善点等の検討を行う。

２．本学におけるジョブシャドウイングの位置付
けと展開

（1）ジョブシャドウイングの位置付け
　本学では，「ジョブシャドウイングは，“働く”
ことの意義を総合的に理解する力を養い，社会人
として仕事を担うことの責任，働き甲斐を経験す
ること，また，自身の職業適性を考えるひとつの
契機と捉え，職業に就くことに対する姿勢を真剣
に考えるきっかけを与えるものであり，自立的な
キャリア形成を促す前提として，低学年次からの
職業意識・勤労観を醸成することを目的とするも
の」５）と定義するが，他にも「特定の職能技術の
習得を目指すものではなく，職場の実際を観察す
ることによって自らの関心や興味を再吟味する契
機を提供する体験的学習としての特質を持つ，短
時間の職場見学では知り得ない職業人の『働きざ
ま』の一端に触れることそれ自体が有する教育的
価値に注目した実践である」６）とするものや，「職
業探索活動の一貫として行われるもので，特定の
職種あるいは作業における日々の実際を経験する
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ため，典型的には生徒が一人の職業人に１ ～ ２ 
日間にわたって影（shadow）のようについて回る
活動」７）とするものなどがある。また，ジョブシャ
ドウイングは小学生や中学生などを対象として実
施されてきたことを背景として，雇用開発推進機
構は「児童生徒が事業所を訪れ，そこで働く大人
に『影』のように寄り添い，その仕事内容や職場
の様子を観察すること」８）と定義している。
　インターンシップが，「学生が在学中に，企業
等において自らの専攻や将来のキャリアに関連し
た就業体験を行うこと」３）をいうのに対し，ジョ
ブシャドウイングは，働く人を観察することに主
眼が置かれており，就業体験を伴わないことから，
働きぶりを広く観察することができる，職場の雰
囲気を感じ取ることができるなどの利点がある。
　本学におけるジョブシャドウイングは，２年次
配当一般教育科目「キャリアデザインⅡ」（１単位）
の授業内で実施されるもので，１年次配当一般教
育科目「キャリアデザイン基礎」（１単位），２年
次配当一般教育科目「キャリアデザインⅠ」（１
単位）の単位取得者に限り，夏季休暇中に一般企
業，官公庁，教育機関，NPO 等を実習受入先とし
て実施するものである（2013 年度は試行実施のた
めこの限りではない）。なお，「キャリアデザイン
Ⅱ」は，（1）事前指導，（2）企業研究，（3）ジョ
ブシャドウイング，（4）事後指導，（5）参加報告会，
の順に授業が進められる。

（2）ジョブシャドウイングの展開
　ジョブシャドウイングの実施は，原則として夏
季休暇中の１日間とするが，受け入れ先の都合に
より柔軟に対応することとしている。また，ジョ
ブシャドウイングに参加する学生には，２年次配
当一般教育科目「キャリアデザイン総論」（２単位）
の受講を推奨している。
　本年度は延べ 12 人の学生がジョブシャドウイ
ングに参加した（複数企業のジョブシャドウイン
グに参加している学生がいるため，後述するアン
ケートの回答数は 11 となっている）。
　ジョブシャドウイングでは，「キャリアデザイ
ン基礎」と「キャリアデザインⅠ」を事前学習の
一部として位置付けており，前者では「働くこと
とはどういうことか」を受講生なりに解釈し，問
題意識を持たせることを目的とした「仕事理解」，
後者では「自身の興味関心を客観的に把握する」
ことを目的とした「自己理解」を主題として授業
が展開される。
　ジョブシャドウイングは，「キャリアデザイン
Ⅰ」の実施と並行して，４月から準備を進め，７
月末を目途に，受入先ごとに参加学生を決定する。
ジョブシャドウイングに参加する学生は，実習終
了後にジョブシャドウイング報告書を作成し，実
習を通じて自身の設定した目標を達成することが
できたか否かを検証し，ジョブシャドウイングに
参加することによって到達することができた（あ
るいは，できなかった）内容を明らかにすること
が求められる。さらに 11 月以降に開催される報

表 1　ジョブシャドウイング実施の流れ

時期 学　生 教　員 受入先

１年次後期 「キャリアデザイン基礎」履修
２年次前期 「キャリアデザインⅠ」履修

４月 「キャリアデザインⅡ」履修 ジョブシャドウイング希望調査
５月 実習先の検討

６月
実習先の具体化
担当教員との面談

実習受入の依頼
実習受入先企業との折衝

実習受入検討

７月
実習先の決定
履歴書・誓約書等の作成

覚書等の締結
事前指導

８月 ジョブシャドウイング 実習先巡回 実習受入
９月 ジョブシャドウイング 実習先巡回 実習受入
10月 参加報告書提出 参加報告書収受
11月 ジョブシャドウイング報告会 報告会の開催 報告会参加
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告会において，ジョブシャドウイングの実習内容
や参加を終えての感想，学んだこと，参加するこ
との意義などについて，教員や受入先企業等の担
当者を交えてディスカッションを行い，ジョブ
シャドウイングプログラムが終了する（表１）。
　このように，ジョブシャドウイングは，学生
が参加後のキャリアプランニングを考える際の
動機づけとなるような問題解決型学習（PBL：
Problem based Learning）の要素を取り入れたプ
ログラム構成となっている。

３．ジョブシャドウイングの効果と課題
　ジョブシャドウイングに参加した学生に対し
て，参加前後（８月と 10 月に実施）に，自己効
力感９）10）11）12）を測定するための４つの階層構造か
ら成る質問項目（Ｑ１：仕事観，Ｑ２：キャリア
観，Ｑ３：キャリア志向，Ｑ４：自己認識）を用
いて５件法（５．かなり思う，４．思う，３．どち
らでもない，２．思わない，１．まったく思わない）
によるアンケート調査 13）を実施し自己評価を行っ
てもらった（表２）。本研究では，これらの４つ
の質問項目の階層構造を図１のように規定する。
ただし，キャリア観とキャリア志向は，双方が混
然一体となって個人のキャリア形成に影響を及ぼ
していくのではないかと考えられることから，本
研究では特に両者を明確に区別することは行わな
い。
　本研究では，それぞれの質問項目について次の
ように定義する。仕事観とは「『あなたにとって
仕事とは何ですか』という質問に対する答えであ
る。つまり，仕事とは自分にとってどんな意味が
あるのか」14）である。キャリア観とは「生きるこ
とや働くことをどのように捉えているか」15）とい

う概念であり，「働くことと生きることを無理に
区別するのではなく，それらを包含した価値観」
15）をいう。筆者は「自身の現在から将来に渡る
キャリア形成をどのように捉えるかという価値
観」であると考える。キャリア志向とは「自己概
念に基づいて認識されたキャリアの方向性，長期
的に取り組みたい事柄と仕事の領域，働くうえで
の主要な目的意識」16）をいう。「どのような仕事や
職業を通じてキャリアを形成していくかという志
向性」と解釈することができる。
　アンケート調査の結果，参加前後を比較した場
合に，１人（学生Ｋ）が３項目（キャリア観，キャ
リア志向，自己認識），１人（学生Ｂ）が２項目（仕
事観，キャリア観）で自己効力感が上昇したと回
答した（図２，図３）。一方，２人が３項目で下
降したと回答した。１人（学生Ｄ）は，キャリア
観が上昇しているが，仕事観，キャリア志向，自
己認識の３項目で下降し（図４），１人（学生Ａ）
が，キャリア観，キャリア志向，自己認識の３項
目で下降している（図５）。また，２人が２項目
で下降したと回答ており，学生Ｃは仕事観，キャ
リア観，学生Ｇは仕事観，キャリア志向の各項目
が下降している（図６，図７）。学生Ｅは１項目

（キャリア志向）が下降している（図８）。参加前
後において自己効力感に変化のない学生も４人い
た（学生Ｆ，Ｈ，Ｉは参加前後において「４．思う」
で，学生 J は同様に「２．思わない」）。
　次に，ジョブシャドウイング参加前後において
それぞれの項目に対する評価がどの程度上昇した
か，あるいは下降したかを検討した（表３）。
　それぞれの質問項目ごとにみていくと，「仕事
観」が上昇しているのは１人，下降しているのは
４人，「キャリア観」が上昇しているのは３人，

表２　質問項目

Ｑ．１B　自分がやりたい仕事がはっきりするように思う。（参加前）
Ｑ．１A　自分がやりたい仕事がはっきりしたように思う。（参加後）
Ｑ．２B　自分の将来の目標がはっきりするように思う。（参加前）
Ｑ．２A　自分の将来の目標がはっきりしたように思う。（参加後）
Ｑ．３B　自分に向いていることがはっきりするように思う。（参加前）
Ｑ．３A　自分に向いていることがはっきりしたように思う。（参加後）
Ｑ．４B　自分の得意なことがはっきりするように思う。（参加前）
Ｑ．４A　自分の得意なことがはっきりしたように思う。（参加後）
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図１　評価項目の階層構造

図２　学生Ｋの自己評価（前：ｂ，後：ａ）

図３　学生Ｂの自己評価（前：ｂ，後：ａ）

図４　学生Ｄの自己評価（前：ｂ，後：ａ）

図５　学生Ａの自己評価（前：ｂ，後：ａ）

図６　学生Ｃの自己評価（前：ｂ，後：ａ）
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下降しているのは２人，「キャリア志向」が上昇
しているのは１人，下降しているのは４人，「自
己認識」が上昇しているのは１人，下降している
のは１人となった。

　「仕事観」で４人が下降を示しているが，今回
の試行で行った１日間のジョブシャドウイングで
は「仕事とは自分にとってどんな意味があるの
か」14）を具体的イメージとして捉えることができ
ないからなのではないかと考えられる。「キャリ
ア観」では３人が上昇している一方で，２人が下
降している。また，「キャリア志向」では１人が
上昇している一方で，4 人が下降している。「生き
ることや働くことをどのように捉えているか」15）

について，それぞれの学生によって意識のばらつ
きが出ているように思われる。「キャリア」とい
うことばに対する理解が不足しているのか，ある
いは，どのように捉えるのかという点において戸
惑いがあるのかもしれない。「自己認識」におい
ては，１人が上昇している一方で，２人が下降し
ており，下降の幅も１人が「５．かなり思う」か
ら「２．思わない」への３ポイント下降，１人が「５．
かなり思う」から「１．まったく思わない」への
４ポイント下降となっている。「仕事観」と同様に，
１日間のジョブシャドウイングでは，自分の得意
なことをはっきりさせるには期間が短かったこと
が理由のひとつではないかと推察する。
　一方で，「仕事観」６人，「キャリア観」６人，「キャ
リア志向」６人，「自己認識」８人が変化なしと
いう結果となったが，「仕事観」「キャリア観」「キャ
リア志向」でそれぞれ５人，「自己認識」で４人
が「４．思う」という肯定的な評価を継続して行
なっている。これらの評価を行なった学生にとっ
ては，ジョブシャドウイングに参加したことは失

図７　学生Ｇの自己評価（前：ｂ，後：ａ）

図８　学生 E の自己評価（前：ｂ，後：ａ）

表３　ジョブシャドウイング参加前後における自己評価の変化

Ｑ１ 仕事観（人） Ｑ２ キャリア観（人） Ｑ３ キャリア志向（人） Ｑ４ 自己認識（人）

上昇（+1） １（2→3） ２（3→4, 2→3） １（3→4）
上昇（+2） １（3→5） １
上昇（+3）
上昇（+4）
下降（-1） ３（5→4, 2:4→3） １（5→4） ２（2:4→3）
下降（-2） １（4→2） １（4→2）
下降（-3） ２（5→2, 4→1） １
下降（-4） １

±0 ６（5人:4→4,1人:2→2） ６（5人:4→4,1人:2→2） ６（5人:4→4,1人:2→2） ８（4人:4→4，2人:3→3, 2
人:2→2, 1→1）

注１：括弧内に人数の表記がないものは１
注２：表中の例えば（１→３）は，ジョブシャドウイング参加前から参加後において，評価ポイントが２ポイント上
　　　昇したことを示している．
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望には繋がらず，期待通りの成果を上げたと考え
ることができるのではないだろうか。ジョブシャ
ドウイング参加前のアンケートでは「ジョブシャ
ドウイングに参加することに何を期待するか」（表
４）という質問を設定し，自由記述による回答を
求めている。また，参加後のアンケートでは「ジョ
ブシャドウイングに参加して特に印象に残ったこ
と」を自由記述で回答してもらった（表５）。
　３項目で自己効力感が上昇した学生Ｋのジョブ
シャドウイング参加前のアンケートには「雰囲気
を感じることが一番だと思う」とあり，参加後の
アンケートには「後ろで見学するという方が俯瞰
することができてよいと思った」とある。ジョブ
シャドウイングは，大人の働く姿を影のように付
いて観察することであるから，学生Ｋの視点は当
を得たものと言える。２項目で自己効力感が上昇
した学生Ｂの参加前アンケートには「就職するか
否かを選択するうえでひとつのヒントになってく
れればよい」とあり，参加後アンケートには「仕
事に求められる責任の重さを感じた」とある。「ひ
とつのヒント」では止まらない「責任の重さを感
じた」ことが自己効力感の上昇に寄与した可能性
が考えられる。
　一方で，３項目で自己効力感が下降した学生Ｄ
の参加前のアンケートには「職場がどういったも
のか実感できること」とあるが，参加後のアンケー
トには「自分が下積みをするべきことが具体的に

なった」とある。同様に３項目で下降した学生Ａ
の参加前のアンケートには「将来につながる体験
が出来ればよいと思う」とあるが，参加後のアン
ケートには「挨拶の必要性を改めて感じた」とあ
る。参加前の記述が具体性に乏しいのに対して，
参加後のアンケートでは具体的な問題意識につい
て記述している。問題意識が顕在化したことに
よって自己効力感が下降した可能性がある。２項
目で下降している学生Ｃ，Ｇ，Ｅについても問題
意識の顕在化が自己効力感の下降に影響を及ぼし
ていることが考えられる。
　参加前後において自己効力感に変化のない４人
の学生のうち，参加前アンケートですべての質問
項目で「４．思う」と回答した学生Ｆは「明確に
なるとよい」，学生Ｈは「体験したい」，学生Ｉは

「経験したい」という期待を持ってジョブシャド
ウイングに参加した結果，期待通りの結果を得る
ことができたことによって，参加後アンケートに
おいてもすべての質問項目で「４．思う」という
高い自己効力感が保たれているのではないかと思
われる。参加前アンケートですべての質問項目で

「２．思わない」と回答した学生 J は，ジョブシャ
ドウイングに参加したことによって「もっと他に
も様々な仕事を見たい」と思うようになったこと
による欲求の上昇が，参加後の自己効力感の上昇
に結び付いていない原因のひとつであることが推
察される。

表４　ジョブシャドウイング参加前アンケートの自由記述

K 雰囲気を感じることが一番だと思う。その企業や業種に関して研究するのは実際に（ジョブシャドウ
イングに）行かなくても出来ることなので。

B 就職するのか，他の道を選ぶのか，これから選択するうえでひとつのヒントになればよい。
D IT 企業の職場がどういったものなのかを実感できること。
A 将来につながる体験ができればいいと思う。
C 「就職」について本格的に考えるきっかけとなること。また，就職のために自分が具体的に何をすれ

ば良いかを考えるひとつの機会となること。
G 社会人がどのように仕事に取り組んでいるかイメージがつかめればいいと思う。
E その仕事に対してのイメージと現場の比較が出来ればいいと思う。
F 仕事に必要なスキルが明確になるようなジョブシャドウイングになればよいと思う。
H 自分が将来仕事に就くにあたって，選択肢を考えていくうえで参考にしたい。「働く」ということを

体験したい。
I 普段なかなか経験できないことを経験できることを期待している。
J このような機会に，将来についてもっと考えるきっかけにしたい。

注：自由記述の内容は，一部に抜粋や短縮を行っているものがある
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４．考察
　筆者は，2012 年に実施したインターンシップに
参加した学生に対して行ったアンケート調査 13）か
ら，「学生がインターンシップに参加する前にど
の程度の仕事観が形成されているかによって，イ
ンターンシップに参加した後の自己効力感が異
なってくる」ことを指摘した。
　しかし，ジョブシャドウイングでは，参加対象
学年が２年次ということもあって，明確な仕事観
を持って参加した学生は少なかったのではないか
と思われる。また，ジョブシャドウイングはイン
ターンシップと異なり，参加期間が１日だけであ
る。例え１日間だけの体験であっても，自身のキャ
リア観に大きな変化が生じたと感じる学生は極め
て少数に止まるものと思われる。これらの検討か
ら，インターンシップとジョブシャドウイングが
学生のキャリア形成に及ぼす影響は，前者が仕事
観やキャリア観といったより具体的な意識の形成
を促すのに対して，後者はそれらの形成を促すた
めの動機づけの役割を果たしているのでないかと
考えられる。
　今回実施したジョブシャドウイングの効果を考
える場合に，参加前後において自己効力感に変化
のない学生が５人いたことに注意しなければなら
ない。ジョブシャドウイングが，大人の働く姿
を「観察すること」を目的とするのであるならば，

参加前後においてすべての質問項目に「４．思う」
と回答した学生の動機は，ジョブシャドウイング
に参加した後でも高い状態に保持されたままであ
ると考えることができ，「『働く』ことを意識させ
る」というジョブシャドウイングの目的は，ほぼ
達成することができたと考えることができるので
はないだろうか。

注
　今回，ジョブシャドウイングを受け入れていただい
たのは，秋田県内の企業５社（テレビ局３社，デジタ
ルコンテンツ制作１社，建設コンサルタント１社）で
ある。
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